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予測不能なSNS

いいつながり ・キケンなつながり

ネット社会と上手く付き合うって？

＃人間同士の問題 ＃お金の問題＃生活の問題＃嘘 ・ウワサ ・差別の問題

https://angels-eyes.com

時間や料金を気にせず、 いつでも友達と話ができる

LINEやチャット。 グループも作れるから連絡するの

にもとても便利。 でもちょっとした言葉の行き違いや

誤解で相手との関係が険悪になることがある。

他にも、嘘やウワサ、 友達の悪口、 陰口が 『ひどいイ

ジメ』 や 『誹謗中傷』 として大問題になっている。

悲しいことに、 中には平気で友だちを仲間外しにする

など、 陰険なことをする人もいる。

厄介なのはやる側が軽い気持ちでやってしまうことだ。

友だちと一緒に移った写真や動画を 「本人の許可を

得ず」 に勝手にネットに載せたり他の友達に送るなん

ていう肖像権やプライバシー権のを無視した行動をと

る人もいる。だがこれは大人でもうっかりやりがちだ。

まず自分で解決策を考えてみよう！

それから裏のヒントをみてみよう
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良かれと思って ・ ・ ・
災害時や非日常の出来事に遭遇した時、 SNSを使っ

て友人知人に伝えたい気持ちになる。 特に災害時に

は新着情報を伝えたい気持ちが逸る。 だが気を付け

たいのはそんなときこそ、 フェイクも多く拡散されて

しまうということだ。 寄付を募る書き込みや恐怖を煽

るものも多い。 元をたどれば、ソース（情報元）が不明

であったり、誰かのコメントをリツイートしたものであっ

たりする。友達や家族から回ってくると人は無条件に

信じがちだ。 良かれと思ってやったことが世間を混乱

した状況に陥らせてしまうこともある。

TVやラジオ、 新聞よりスマホでニュースを見る人は多

い。 しかしネットの中には個人でニュースサイトを作っ

ている人もいる。 自分の考えをニュースとして発信し

ているが、見る側にはそれが区別ができないこともあ

る。 中には取材を全くしていないものやネットから拾っ

たニュースをコピペしたり、 まとめたものもあるので

『真実』 かどうか疑わしいニュースもあるのだ

ネットが便利で、 生活には欠かせないことは誰もが

認める事実となった。 けれど、 情報が怒涛のよう

に私たちの生活に流れ込んでくる状況におかれてい

ることはしっかり自覚しておきたいところだ。

以前は気になってもわざわざ調べなかったことも、

スマホですぐ検索するのが習慣になっていないだろ

うか？情報はどんどんインプットするが、 それらを

記憶したり、 自分の行動につなげてアウトプットで

きているか自問してほしい。 ただ頭の中をたくさん

の情報が素通りしているのであればとても残念なこ

とだし、気が付いたら時間だけ過ぎていたという「浦

島太郎」 に自分がなりかねないぞ

最近は人々が長い映像や長い文章、 に耐えられない

傾向にあるという。 TVでも画面にテロップを流す

などして視聴者を掴む工夫をしている。 スマホで読

むニュースなどは最初の見出しで満足してしまう。

SNSを使って頻繁に文字のやり取りはしているので

日ごろ膨大な文字を目にしているが、 無意識に長文

を読むことを避ける傾向に陥っていないだろうか。

面白い、「いいね」がもっと欲しくて動画を投稿して

いるうちにだんだん内容を盛ってしまいそれがエスカ

レートした結果、 逮捕なんてことがある。 学校を爆

破する！お店のラーメンにゴキブリが！こんなのは

冗談や笑いでは済まされないのだ。

ゲームでも動画でも課金のシーンは多い。 はじめ

は無料でも、 より楽しむためにはお金が必要になっ

てくる。 やっかいなのは現金での支払いじゃない

ので使ったお金を把握しづらいことだ。

なかにはゲームの課金や、 動画の課金で月に数十

万使ってしまう人もいる。 上限のない課金には気

をつけなければならない

フェイク ・詐欺 ・ ステルス

検索の上位だからといって信じてはいけない。 よく

検索されるものや自分が過去検索したものは上位に

くる。 また SEO対策がされているがされている場

合もあるのだ。 また多くの人が支持しているからと

いってそれが真実とは限らないのだ。

自分と近い考えの情報だけを共有している人たちが

SNSでつながり大きなグループになり、グループ同士

の対立が生まれ、ネットが人々の間に分裂の壁を作っ

ている。 意見の対立はあって当然だが、それがいずれ

リアルな世界を分断する大きな争い（戦争など）のきっ

かけになるのは避けたい

検索上位とか 『イイね』 が多いからそらは事実？

分断 ・分裂が世界中で起きている

集中力の問題

インプットバカになるべからず 見えない借金が膨らむ恐怖

ネットで買い物する人は多い。 欲しいものを探す

のも簡単だ。 なかには買うことに爽快感を覚えて

やたら人のコメントなどをみていて 「いい」 と思っ

たものを 「ぽちっ」 としてしまう人もいる。 買うこ

とに満足して商品が届いても箱を開けすらしない

という人もいる。 自分にとって必要なものかどう

か判断できなくなってしまう。 簡単に買い物するこ

とは簡単にお金を手放していると思って欲しい

買い物がとまらない

ゲームをしていると仲間にアイテムなどをプレゼン

トしあうことがある。 中にはアイテムが欲しくてう

まくプレゼントをねだる人がいたり、 恐ろしいケー

スでは 「アイテムを増やしてあげる」 という誘いに

のり不正アクセスされ、 せっかくつぎ込んだアイテ

ムなどをごっそり盗まれてしまうことも。 相手の言

葉に惑わされないように気を付けてほしい

友だちの誘惑？

ネットでは課金のシーンがよくある。 いいと思っ　

　り、 生配信をもっと見たいというときに投げ銭を

することがある。 気持ちはわかるが誰かれに投げ

銭をしていると気が付くと自分の貯金がゼロってこ

とも、 借金地獄にならないように気をつけるべし

ネットに貢ちゃん。 貢くん

ゲームで得たアイテムや経験値をお金で売買する行

為は規約で禁止されていたりする。 詐欺や略奪行

為をする悪いやつもいるってことを忘れずに！　

RMT

度を越したいたずらで補導されるかも

スマホだと自分の世界に没入できる。 人間関係も趣

味や好きなものも、勉強や仕事もスマホで満足。 家族

で食事をするときも、 友達と一緒にいるときも個々

がスマホをみているのでリアルな場面でのつながりよ

りスマホを優先し、他に関心が薄くなっていきがちだ。

人は画面の中ではなく画面の外で生きていることを

忘れないでほしい。 これはいずれ社会の根幹を揺る

がす大問題になるかもしれない。

人や物事に関心がない

ネットをやめられず、 失敗した経験はだれでもあるの

ではないだろうか？中には失敗で済まないケースも

ある。 自分の体や人間関係、 家族までもボロボロに

なってしまうことがある。 最悪な場合命を落とす人

も ・ ・ ・ 。 一度ひどい依存になると回復に数年かか

る人もいて大きな社会問題になっている。

やめられない

ネットはいろんな人と出会うことができるのが特徴

だ。 年齢、性別は関係ない。SNSだけじゃない、ゲー

ムや動画でも誰かとつながれる。 それが素敵な出会

いになるのか、 最低最悪な出会いになってしまうか

は始まってみないとわからないのだ。 だが、 ネット

で知り合った人は相手が素性の分からない誰かであ

ることは忘れてはいけない。 中には獲物やカモにな

る相手をハンターのような目で探している人もいる。

ネットで知り合った人にストーカーされて殺人事件に

なったケースもある。 まったく想定していなかったこ

とがおこるのもネットの出会いならではなのだ。

SNSに自分のことを発信するのは楽しいことだ。

自撮りに限らず、 日常や非日常をアップする人は多

い。 見る側も更新やメッセージのやりとりを楽しみ

にしている。 それが友だちのものでも知らない誰か

のSNSでも、面白い。 ただ、見る側の気持ちは様々

だと心得てほしい。誰かの幸せそうな投稿を見て「幸

せになれる」 ときもあれば、 「不快に思う」 ことも

ある。 それが人なのだ。 自分の何気ない投稿が誰

かの　心にどう響くのかは、 発信側も見る側も予測

がつかないのだ。

インターネットを使ったコンテンツの多くは （情報、 ゲーム、 動画、 SNS、 等々） キケンなものではない。 もちろんスマートフォンやタブレットのような道具もだ。

ただ、 使う人間の方にネットに関する知識がなかったり、 人間の心に問題があったり余裕がないなど状況によっては事件や犯罪、 トラブルの被害者 ・加害者になってしまう。

スマホ （ハードウェア） やネット （ソフトウェア） があたかも武器のように危険な道具になってしまうことがある。 これは世界中で問題になっているし避けられない現実だ。

自分は犯罪 ・ トラブルに巻き込まれる可能性は低いと考えがちだが、 いざ巻き込まれた時ちょっとのケガですまないこともある。
Youtube「リスマネチャンネル」
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